
脱炭素の取り組みと
トラック2024問題の解決策について

～目指せ、カーボンニュートラルの最先端～

D班



地球温暖化による異常気象の頻発と気温上昇が言われるなかで

これらの問題を解決するために脱炭素(カーボンニュートラル)を推進していく動きが

先進国を中心に取り組まれている！

しかし、実際のところ取り組まれているかといわれれば…

『先進国』と『発展途上国』の意見の相違
具体的な方策が立っていない

そもそも脱炭素の取り組みが国全体として成功していない！



一体なぜ脱炭素を推進していくのか？

1.温室効果ガス(CO₂)による気候変動の抑止 (主に異常気象と気温上昇)

2.IPCCから、2030年までに2℃の気温上昇で自然との共存が不可能

3.この二酸化炭素排出量に関する指標としてカーボンバジェットがあるが、残りが僅かである

※脱炭素というのは排出量ゼロを目指すのではなく“実質的に”ゼロというのを目指す取り組みである

↑「carbon budget（カーボンバジェット）」とは、
気候変動による地球の気温上昇をある一定のレベルまで抑えようとする場合に想定される、

温室効果ガスの累積排出量（過去の排出量＋将来の排出量）の上限値のことをいう。



脱炭素を取り組むメリットは？

・地球温暖化及び気温上昇の抑制

・化石燃料等の限られた資源の保護 (石炭、石油、天然ガス)

・企業イメージの向上(ESG投資や消費者による社会的印象、CSR等)

・水道光熱費の削減(省エネやクリーンエネルギーによる)









日本の課題

https://media.kepco.co.jp/_ct/17522890

・火力発電が主流
→二酸化炭素放出が増加
→原子力発電の再開は困難・CO2排出量のうち約４０％



日本の課題➁
•鉄鋼業でのCO2排出量は日本の総排出量の1割

→鉄鉱石を鉄に還元する際にCO2排出を避けられない

https://energy-shift.com/news/dd1e6776-f095-444c-8101-7de5bcc014b1

→今回、3番目に排出量も多い運輸部門に注目



日本の課題➂

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_tk_000007.html

・自動車が運輸部門におけ
る二酸化炭素は排出量の
86.8%
・排出量は自家用乗用車＞
営業用貨物車＞自家用貨物
車の順



日本の課題➃

https://www.carsensor.net/contents/market/category_1491/_67309.html

https://online.logi-biz.com/55146/

→欧米と比べ、国を挙げての電動化、新車規制は厳しい



日本の課題⑤

https://machihitosiru.com/column

自家用車の利用
→都市部ではなく
地方が多い
→電気自動車を促
進するなどは非現
実的

→営業用貨物、とくにトラック輸送における政策提言に特化



トラック業界に注目する意義 2024年問題

ドライバーの時間外労働の
上限が９６０時間に制限

→トラック輸送のリソース減
少・モノが長距離で運べなく
なる、などの問題が発生

https://unsogyokyoka-osaka.com/compliance/



トラック輸送
↓

貨物列車に
よる輸送へ
「モーダルシ
フト」の実現

https://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/freight/modalshift.html



トラック輸送から貨物列車による輸
送へ

https://www.jrfreight.co.jp/modalshift.html



トラック輸送か
ら貨物列車によ
る輸送へ

https://www.jrfreight.co.jp/modalshift.html



カーボンクレジットの導入

CO2削減分を証券化

トラック

削減分のCO2 を証券化して利益⊕

人手不足解消

鉄道会社

単純に発注増えて利益⊕
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